
 

 

 

 

 
 

横浜市と NTT Com、NTT データ経営研究所「みえるリハビリ」を活用した

心疾患患者の自己リハビリモデル事業を開始 

～患者が日常的に運動できる環境づくりに向けて～ 

 
要約 

横浜市では、心疾患患者が治療後も地域、在宅で切れ目なく運動継続できるように地域連携体

制の構築に取り組んでいます。また、市内のスポーツ施設と連携し、心臓リハビリテーションが

できる環境整備を進めています。自己リハビリモデル事業（以下 本モデル事業）は、NTT コミ

ュニケーションズ株式会社（以下、NTT Com）および株式会社 NTT データ経営研究所をはじ

めとする NTT グループ(以下、NTT グループ)の提供する ICT サービス「みえるリハビリ※1」を

活用することで、スポーツ施設や自宅周辺等のお好きな場所で安心して自己リハビリに取り組

んで頂き、健康寿命延伸への貢献をめざします。 

 

1. 背景 

心疾患は日本人の死亡原因疾患の第 2 位であり、特に心不全は再発率・再入院率が高いこと

が知られています。定期的な運動を含んだ心臓リハビリテーションは心疾患の再発・再入院予防

に効果があることがこれまでの研究で確認されて知られています。しかし、退院後の外来心臓リ

ハビリテーションの実施率は約７％と低く、その要因の 1 つとして、外来心臓リハビリテーシ

ョン実施施設が自宅近くにない、通院することが困難という課題があげられます。 

横浜市の心臓リハビリテーション実施件数は国や神奈川県と比べて低い状況にあり、診療体

制の構築、心臓リハビリテーション実施施設の拡充や地域連携の取り組み等を行うことで心臓

リハビリテーション実施の推進を図っています。 

 

2. モデル事業の概要 

（１）近隣スポーツ施設から自宅まで「切れ目のない」リハビリの実現 

横浜市が取り組む「市内スポーツ施設等との連携」施策※2 と連携し、スマートフォンアプリ

「みえるリハビリ」を利用することで、参加者は横浜市が連携するスポーツ施設だけでなく、自

宅でも安心して運動に取り組むことが可能となります。運動実施にあたり、横浜市の心臓リハビ

リテーション強化指定病院が発行する運動処方箋に記載された、個人に推奨される「運動の強さ

（METs）」をアプリで確認し、日常生活の中での運動継続をサポートします。 
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（２）個人の運動目標の設定と、行動変容アプローチの実施 

スマートフォンアプリ「みえるリハビリ」では、1 週間の運動目標時間を設定し、目標達成状

況に応じたフィードバックメッセージの送信、ポイント/レベルシステムやウォークラリーとい

ったお楽しみ要素、知人・家族などのサポータ登録といった行動経済学を基にした行動変容を促

す仕組みを採り入れており、参加者が運動継続することをサポートします。 

また、本スマートフォンアプリ開発には NTT Com のデザインスタジオ「KOEL」※3 が参画

し、運動習慣獲得のためのユーザーリサーチや体験設計を行い、参加者の大多数を占める高齢者

にも使いやすい UI※4 を実現しています。 

 

3. 今後について 

本事業を通じて、参加者の運動目標の達成状況（運動習慣獲得状況）や、行動変容アプローチ

に対する評価を行い、横浜市の医療政策への ICT 活用を検討します。 

 また、NTT グループは「みえるリハビリ」で採用する行動変容アプローチの更なる高度化を

行い、全国の自治体が運動習慣獲得支援・疾患の再発防止に継続して取組むための提案を行い、

社会実装をめざします。 

 

各社の役割 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市 
市民への周知、広報、関係協力病院およびスポーツ施設との調

整、本モデル事業の評価 

NTT グループ 

（NTT Com・NTT デ

ータ経営研究所） 

ICT サービス（スマートフォンアプリケーション・ hitoe®※5 を

使った着衣型ウェアラブルデバイス等、データ利活用プラットフ

ォーム）の提供、データにもとづく自己リハビリ時間や運動習慣

獲得効果の分析 



モデル事業のイメージ 

  

 

 

 

≪横浜市における心臓リハビリテーションの取組図≫ 

 

 



みえるリハビリの提供機能（例） 

  

 

用語説明・参考 

※1：みえるリハビリは個人の運動習慣獲得をサポートするサービスです。hitoe®を使った着衣型ウェア

ラブルデバイス等とスマートフォンアプリケーション、データ利活用プラットフォームから構成され、

2023 年 6 月からサービス提供を開始する予定です。なお、本サービスは心臓リハビリテーション自体の

提供を行うものではなく、医療行為ではありません。 

※2：横浜市が取り組む市内スポーツ施設等との連携： 

横浜市では、心筋梗塞などの心血管疾患を発症した患者さんが、保険診療の治療後にもご自身が主体とな

って、ご自身の状況に合わせた運動の継続などに取り組んでいただけるよう環境整備、啓発に取り組んで

います。 

「心臓リハビリテーション強化指定病院」を指定し、地域連携体制の構築を進め、地域の身近な場所で患

者さんが安全に運動継続できるよう、市内 18 区のスポーツセンターをはじめとした 20 の市民利用施設

の指定管理者及び２社の民間スポーツジムとそれぞれ連携協定を締結しました。 

0003_20210421.pdf (yokohama.lg.jp) 

※3：KOEL は、NTT Com の事業変革・事業創出を担うイノベーションセンター内に 2020 年に創設さ

れたデザイン組織です。「人や企業に愛される社会インフラをデザインする」をビジョンとして掲げ、社

内デザインに関する CoE（センターオブエクセレンス）としてデザイン業務支援や実践、組織的なデザイ

ン業務の浸透などを行っています。 

※4：UI は、ユーザーインターフェース（User Interface）の略称で、ユーザー（利用者）とサービスを

つなぐ接点のことです。アプリケーションにおいてはユーザーが操作するボタンや入力フォームなどの操

作画面全般を指します。 

※5：hitoe®は、NTT と東レが開発した機能素材です。最先端繊維素材であるナノファイバー生地に高

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/iryo/2021/20210423100000000.files/0003_20210421.pdf


導電性樹脂を特殊コーティングすることで、非金属素材でありながら生体信号を高感度に検出できます。 

 

 

 


